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国立防災科学技術セ小研究報告第・・号1。。。年。月
∵㍗㌫㌃し∵llポ1㌃lll！て一
：∵、∴㍗㌃1㌫㌶㌫享ぷ
ろ㌻∴この節で示されたことより・対流雲／：発達す1場合には次のllな記述／ミでl／であ
泊初期じょう舌1により大気の一部／1不安定一ネルギーを解放するよ1になると，じよう乱は
激しさ：度を増す・じl1乱の激しさの度が増すにつれて，よ／多／の大気が不安定エネル
いるが・下降流が生成されると対流活動は抑制される．
4・ま　と　め
大気の初㍗状態で温度減率だけを以下のよ1に変えた・ケースについて，対流雲のシミユ
レでション計算を行つた．
ca・・1：「批一・・o℃／km，乃一・．o℃／km
ca・・2：「砒一・・o℃／km，乃一7．o℃／km
ca・・3：几一…℃／km，乃一・．・℃／km
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対流雲の発達に関する数値実験一米谷
大気垂’直安定度の統計的に示された特徴から予想されることと一致している．また大気のフ
ィードバック機構により，対流雲から下降流が生成されるまでは対流活動は一方的に強めら
れるが，下降流が生成されてからは抑制されることが示された．これはあくまでも一般流の
無い場合の結果であり，一定の条件を満たす一般流が存在する場合には対流系における不安
定エネルギーの解放は組織化されることが一示されており（Takeda，1971），気塊の運動と対流
活動との相互作用は複雑となる．
　　数値シミュレイショソの結果は，地表面における気温が2～3℃異なることによって対流
雲の発達が大きく左右されることをホしている．ところで実際の対流圏における気象要素の
時問に対する変化量は，上層ではわずかである．これに対して地上1kmより下．層での温度
変化は著しく，夏季において日最高気温は日巾に観測される．従ってここで示されたことは，
関東地方で雷雨の発現が日中に多いという良く知られた事実に，1つの説明を与えている．
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